
 

  

 

     

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７ (仮称)盛岡学校給食センター用地地質調査業務報告書
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調 査 位 置 平 面 図



NO.1 H=KBM-0.19m
     Dep=20.00m

NO.5 H=KBM+0.52m
     Dep=20.00m

NO.2 H=KBM-0.22m
     Dep=20.00m

NO.4 H=KBM-0.13m
     Dep=20.00m

NO.3 H=KBM-0.33m
     Dep=20.00m

KBM H=0.00m



ボ ー リ ン グ 柱 状 図



ボーリング柱状図

調 査 名 （ 仮 称 ） 盛 岡 学 校 給 食 セ ン タ ー 用 地 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名

ボーリング名 N O . 1 調査位置 盛 岡 市 向 中 野 字 幅 地 内 北 緯

東 経発 注 機 関 盛 岡 市 調査期間 平成 30年 8月 6日 ～ 3 0年 8月 1 0日

調 査 業 者 名
株式会社　共同地質コンパニオン

電話 ( 0 1 9 - 6 5 3 - 2 0 5 0 )
主任技師 良 知 　 卓 明

現 場
代 理 人

良 知 　 卓 明
コ ア
鑑 定 者

良 知 　 卓 明
ボｰリング
責 任 者

岡 本 　 進

孔 口 標 高 KBM
-0.19m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 東 邦 D - 1 型
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下 型

エンジン ヤ ン マ ー N F D 型 ポ ン プ 東 邦 B G - 3 B 型総 掘 進 長  20.00m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

標

高

(m)

 -0.59

 -1.59

 -2.19

 -7.69

-12.39

-12.99

-18.19

-19.09

-20.19

層

厚

(m)

  0.40

  1.00

  0.60

  5.50

  4.70

  0.60

  5.20

  0.90

  1.10

深

度

(m)

0.40

1.40

2.00

7.50

12.20

12.80

18.00

18.90

20.00

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

有機物含む耕作土。シルト 暗褐

細粒な砂分含み軟質。
砂質シ
ルト

青

灰

5～10m/m前後の亜円礫含む中粒砂。
礫混じ
り砂

暗青
灰

10～30m/m前後の亜円・角礫主体と
し、不規則にシルト分含む中～粗粒
砂より成る。
上位4.00ｍ付近まで、50～70mm程に
くり抜かれた硬質な礫が点在する。

砂

礫

暗

灰～

灰

褐

10～30m/m前後の亜円・角礫主体と
し、全体にシルト分を含む中～粗粒
砂より成る。
部分的に礫の混入少なく、砂層状を
呈す箇所が薄く介在される。

シ

ル

ト

混

じ

り

砂

礫

灰

褐～

黄

褐

細粒な砂分混り軟質。
砂質シ
ルト 黒灰

10～30m/m前後の亜円・角礫を主体
とし、全体にシルト分含む中～粗粒
砂より成る。
17.5ｍ付近、均質でやや固いシルト
層薄く挟む。

シ

ル

ト

混

じ

り

砂

礫

暗

灰～

灰

褐

5～30m/m前後の礫を含む中粒砂。シ
ルト分の混入多い。

礫混じ
りシル
ト質砂

褐

10～30m/m前後の礫主体とし、シル
ト分の混入多い。

シルト
混じり
砂礫

灰

褐

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日
0.20
8/8

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.38

18.15

18.45

19.15

19.45

20.15

20.45

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

7

5

7

16

8

5

10

7

10

10

2

13

12

7

12

33

7

11

13

10

～

20

1

20

7

6

13

15

8

5

10

8

10

11

2

16

17

10

12

11

7

16

15

20

～

30

2

7

7

14

13

6

9

11

9

10

10

2

15

17

9

10

6

3

7

15

12

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

3

30

21

30

18

30

34

30

44

30

22

30

19

30

31

30

24

30

30

30

31

30

6

30

44

30

46

30

26

30

34

30

50

23

21

30

42

30

40

30

N     値

0 10 20 30 40 50 60

3

21

18

34

44

22

19

31

24

30

31

6

44

46

26

34

65

21

42

40

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

(

 
 
 

)

掘

進

月

日

8

7

8

8

8

9



ボーリング柱状図

調 査 名 （ 仮 称 ） 盛 岡 学 校 給 食 セ ン タ ー 用 地 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名

ボーリング名 N O . 2 調査位置 盛 岡 市 向 中 野 字 幅 地 内 北 緯

東 経発 注 機 関 盛 岡 市 調査期間 平成 30年 8月 17日 ～ 30年 8月 22日

調 査 業 者 名
株式会社　共同地質コンパニオン

電話 ( 0 1 9 - 6 5 3 - 2 0 5 0 )
主任技師 良 知 　 卓 明

現 場
代 理 人

良 知 　 卓 明
コ ア
鑑 定 者

良 知 　 卓 明
ボｰリング
責 任 者

伊 藤 　 安 幸

孔 口 標 高 KBM
-0.22m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 東 邦 D - 1 型
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下 型

エンジン ヤ ン マ ー N F D 型 ポ ン プ 東 邦 B G - 3 B 型総 掘 進 長  20.00m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

標

高

(m)

 -2.52

 -2.87

 -7.92

-10.92

-14.02

-14.72

-17.22

-20.22

層

厚

(m)

  2.30

  0.35

  5.05

  3.00

  3.10

  0.70

  2.50

  3.00

深

度

(m)

2.30

2.65

7.70

10.70

13.80

14.50

17.00

20.00

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

草根等の有機物多く含む耕作土。
全体に含水量多く軟弱。

有
機
物
混
り
シ
ル
ト

暗

褐～

黒

褐

シルト分の混入卓越する細粒砂。シルト
質砂

暗灰

10～30m/m前後の亜円・角礫主体と
し、不規則にシルト分含む中～粗粒
砂より成る。
全体的には礫分卓越する箇所、砂分
卓越する箇所などが存在し、やや不
均質。
所々、50～70m/m程の硬質な礫も点
在する。

砂

礫

暗

灰

褐～

黄

褐

5～30m/m前後の亜円・角礫を含む中
粒砂。
不規則にシルト分含み、全体にやや
ルーズ。

礫

混

じ

り

シ

ル

ト

質

砂

褐～
暗

灰

褐

10～30m/m前後の亜円・角礫主体と
し、全体にシルト分含む中～粗粒砂
より成る。
所々、50m/m程の礫点在する。

シ

ル

ト

混

じ

り

砂

礫

灰

褐～

暗

灰

褐

5～30m/m前後の礫主体。
不規則にシルト分混入する。

砂礫 褐

10～30m/m前後の亜円・角礫主体。
全体にシルト分混入し、局部的に薄
く層状に介在する。

シ

ル

ト

混

り

砂

礫

灰

褐

5～30m/m前後の亜円・角礫を含む中
粒砂より成り、全体にシルト分の混
入卓越する。
局部的に細礫が主体となる区間を挟
む。
19.8ｍ、薄く粘土介在。

礫

混

じ

り

シ

ル

ト

質

砂

褐～

青

灰

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日0.00
8/20

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.00

1.50

2.00

2.51

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.41

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.40

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.45

20.15

20.45

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

0

30

7

6

7

7

4

7

6

7

16

11

15

17

5

4

5

6

9

5

10

～

20

1

11

8

11

14

7

6

6

6

9

29

11

11

21

9

12

3

10

12

9

20

～

30

1

7

7

28

6

6

7

7

10

5

6

14

14

12

5

19

16

4

7

19

10

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

0

50ハンマー自沈

2

51

22

30

24

30

49

30

20

30

16

30

20

30

19

30

26

30

50

26

36

30

40

30

50

25

33

30

32

30

12

30

23

30

40

30

24

30

N     値

0 10 20 30 40 50 60

0

1

22

24

49

20

16

20

19

26

58

36

40

60

33

32

12

23

40

24

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

(

 
 
 

)

掘

進

月

日

8

18

8

20

8

21



ボーリング柱状図

調 査 名 （ 仮 称 ） 盛 岡 学 校 給 食 セ ン タ ー 用 地 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名

ボーリング名 N O . 3 調査位置 盛 岡 市 向 中 野 字 幅 地 内 北 緯

東 経発 注 機 関 盛 岡 市 調査期間 平成 30年 8月 17日 ～ 30年 8月 22日

調 査 業 者 名
株式会社　共同地質コンパニオン

電話 ( 0 1 9 - 6 5 3 - 2 0 5 0 )
主任技師 良 知 　 卓 明

現 場
代 理 人

良 知 　 卓 明
コ ア
鑑 定 者

良 知 　 卓 明
ボｰリング
責 任 者

四 日 市 　 守

孔 口 標 高 KBM
-0.33m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 東 邦 D - 1 型
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下 型

エンジン ヤ ン マ ー N F D 型 ポ ン プ 東 邦 B G - 3 B 型総 掘 進 長  20.00m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

標

高

(m)

 -0.73

 -1.18

 -2.83

 -4.98

 -5.78

 -7.83

 -9.93

-15.83

-20.33

層

厚

(m)

  0.40

  0.45

  1.65

  2.15

  0.80

  2.05

  2.10

  5.90

  4.50

深

度

(m)

0.40

0.85

2.50

4.65

5.45

7.50

9.60

15.50

20.00

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

有機物含む耕作土。シルト 黒褐

細粒な砂分含み軟質。砂質シ
ルト

青灰

5～10m/m前後の礫を不規則に含む細
～中粒砂。
全体にルーズ。

礫
混
じ
り
砂

暗

青

灰

5～30m/m前後の亜円・角礫主体。
マトリックスは不規則にシルト分含
む中～粗粒砂。

砂

礫

黄

褐～

暗

灰

褐

シルト分の混入卓越する細粒砂。
シルト
質砂

淡

褐

10～30m/m前後の亜円・角礫主体と
し、不規則にシルト分混入。
部分的に礫分密集する。

砂

礫

灰

褐

5～30m/m前後の亜円・角礫を含む中
粒砂主体とし、全体にシルト分の混
入多く不均質。

礫混じ
りシル
ト質砂

暗

灰

褐

10～30m/m前後の亜円・角礫主体と
し、全体にシルト分の混入が多い中
～粗粒砂より成る。
所々、50～70m/m程の礫が点在する。

シ

ル

ト

混

じ

り

砂

礫

灰

褐～

暗

灰

褐

5～30m/m前後の亜円・角礫を含む中
粒砂主体。
全体にシルト分の混入多く、局部的
に薄く層状に挟む。
部分的に50m/m程の礫点在。

礫

混

じ

り

シ

ル

ト

質

砂

褐～

暗

灰

褐

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日0.00
8/21
0.05
8/18
0.10
8/20

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.45

20.15

20.45

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

7

6

9

8

2

8

9

6

8

11

10

5

11

8

8

4

6

4

10

7

10

～

20

4

6

11

7

6

10

8

7

7

10

11

7

11

11

14

4

7

8

12

12

20

～

30

3

4

11

11

8

8

9

9

3

11

11

8

11
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ボーリング柱状図
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凡　 例

地質 年 代 地 層区 分 主な 土 質名 記 号

現 世

第四 紀・ 沖 積世

第四 紀・ 洪 積世

耕 作土 有 機物 混 じり シル ト

砂 質シ ルト

シ ル ト質 砂・ 礫 混り 砂

砂 礫

礫混 りシ ル ト質 砂

礫混 りシ ル ト質 砂

シ ル ト混 り砂 礫 ・砂 礫

砂質 シル ト

B n

A c

A s 1

A s 2

A g

D g

D s

D c

B n A c

A s 1

A g

A s 1

A s 2

D g

D s

地質 断 面 図 ： 東西 方 向 （ 北 側） 　 H = 1 : 5 0 0  V = 1 : 2 0 0



凡　 例

地質 年代 地 層区 分 主な 土 質名 記 号

現 世

第四 紀・ 沖 積世

第四 紀・ 洪 積世

耕 作土 有 機物 混じ り シル ト

砂質 シ ルト
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礫 混 りシ ルト 質 砂

シ ル ト混 り砂 礫 ・砂 礫

砂 質 シル ト

B n

A c

A s 1

A s 2

A g

D g

D s

D c
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地 質断 面 図 ： 東 西方 向 （ 南 側）　 H = 1 : 5 0 0  V = 1 : 2 0 0



凡 　例

地 質年 代 地 層 区分 主 な土 質名 記 号

現 世

第 四紀 ・沖 積世

第 四紀 ・洪 積世

耕 作 土 有 機 物混 じり シ ルト

砂 質シ ル ト
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地 質 断面 図 ： 北 西 ～南東 方 向 　 H = 1 : 5 0 0  V = 1 : 2 0 0



凡　 例

地質 年 代 地 層区 分 主 な土 質名 記 号

現 世

第四 紀 ・沖 積世

第四 紀 ・洪 積世

耕 作土 有 機物 混 じり シル ト

砂 質シ ルト
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D g
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？

B n
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地 質 断 面図 ： 南 西 ～ 北東 方向 　 H = 1 : 5 0 0  V = 1 : 2 0 0
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